
令和４年度 第２回学校運営協議会 議事録 

 

【開会】令和４年１２月５日（月） １３：１０～１３：５０ 

    松江北高校会議室にて委員１１名、他６名の参加により開催 

 

【参加者】木原 和典（校長）、坂本 拓三（PTA 会長）、泉 雄二郎（双松会副会長）、 

高須 佳奈（島根県立大学准教授）、肥後 功一（島根大学理事兼副学長）、 

石原 俊治（島根大学医学部副学部長）、池田 浩（松江一中校長）、 

米山 隆（城北公民館長）、寺津 豪佐（松江市役所職員）、 

古津 弘也（古津法律事務所長） 以上委員１０名 

     渡部 一哉(教頭)、伊藤 尚子(教頭：事務局)、石飛 憲(主幹教諭：事務局 

     花岡 倫子（総探部会長）、渡部裕通（理数科部会長）、見越正勝（広報等部会長） 

                         以上校内関係者６名 

 

 

【次第】１．規約等の確認 

 

    ２．協議 (1) 令和４年度の教育活動について 

         (2) 学校運営等に関する意見聴取 

          

 

 【協議内容】(1) 令和４年度の教育活動について 

 →事務局（主幹教諭）より資料で説明 

【委員より】 

教育活動をどのように評価するかが課題であり、他校との比較ではなく

目標を達成しているかを確認するのがよい。そのためのシステムを構築

する必要がある。 

 

(2) 学校運営等に関する意見聴取 

  ①スクールミッションについて    

   →県教委（案）の提示 

  【委員より】 

    ・「地域社会と国際社会で活躍する」      

・「一人ひとりの夢を大切にし、目標に向かうための支援」 

・「生徒の資質能力を育成する」 

などの内容を盛り込むのが望ましいとの意見あり。 

 

         ②教職員の任用について 

         【委員より】 

          ・探究活動やコンソ等において外部とのつながりを支援するコーディ 

ネーター的な役割を担う職員 

・情報発信業務、ＩＣＴ関連業務など教員の業務を支援する職員 

   ・ガイダンス機能、カウンセリング機能の高い教員 

           の任用が必要であるとの意見あり。 

 


